熱中症を予防しよう！
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夏に向け、気温と湿度の上昇に伴い熱中症の発生が
増えてきます。平成23年中久慈消防本部では20人が
救急搬送され、今年も既に１名が搬送されています。
暑さや熱によって体に異常が起きた状態を熱中症と
呼び、図-１の分類と症状がみられます。
炎天下での作業やスポーツなどで発症するだけでな
く、高温多湿な室内で高齢者に発症する場合や、炎天
下の乗用車内に残された子供に発症し死亡するケース
もあるので予防することがとても重要です。
図-１
	熱中症分類
	症　　　状
	応急手当

	Ⅰ度熱中症
（軽症）
	手足の筋肉の痛みやケイレン、血圧低下に伴うめまい、失神、顔色が悪い、荒い呼吸などが見られる
	涼しい環境に避難させ、スポーツドリンク等を飲ませ水分と塩分を補給する

	Ⅱ度熱中傷
（中等症）
	大量の発汗に伴い脱水症状となり、脱力感、体のだるさ、めまい、頭痛、吐き気などが見られる
体温の上昇が見られる

	可能であれば水分補給を行い、同時に氷嚢などで、首、脇の下、太ももの付け根を冷却し、状況により医療機関を受診する

	Ⅲ度熱中傷
（重症）
	体温上昇で中枢機能に異常をきたした状態で、声掛けへの返事があいまい、言動がおかしい、意識がないなどの意識障害が特徴。臓器障害を合併することもあり、死亡率が高くなる
	緊急事態ですので、ただちに１１９番通報して、医療機関へ搬送、治療が必要


	

	予防ポイント
	作業や運動前に十分な水分摂取をすることと、こまめに水分摂取することが大事
朝食の味噌汁や塩分を含むスポーツドリンクの摂取が効果的
無理をせず、しっかり休憩をとる
睡眠を十分にとる
室内であればエアコン、あるいは、窓を開けるなどして気温、室温を調整する
様子が変だと思ったら迷わず１１９番通報！


久慈消防本部では救急講習会等を通じ熱中症について情報提供を行っていますのでいつでも問い合わせください。また、消防庁のホームページから熱中症情報を得ることができます。
※消防庁ホームページ「http://www.fdma.go.jp」にアクセスし、右側の「熱中症情報」
をクリック
久慈消防署　TEL　0194-53-0119　　　種市分署　　TEL　0194-65-6119
大野分署　　TEL　0194-77-4119　　　山形分署　　TEL　0194-72-3119
野田分署　　TEL　0194-78-2119　　　普代分署　　TEL　0194-72-3119
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